
８．水道事業について 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 6年度を開始年度とする「第 2次三田市水道ビジョン」では、過去のニュータウン開発

時期に整備した水道施設が一斉に更新時期を迎えると想定され、今後、急激な費用増が見込ま

れています。水道ビジョンでは構築物・設備の投資費用を平準化しつつ、水需要減少に伴うダ

ウンサイジング(口径縮小)を考慮した投資計画の見通しとして、令和 6(2024)年度から令和

15(2033)年度の総事業費は 74 億円(税抜)を見通しています。

引き続き、水道施設や管路の更新・耐震化は、重要度や優先度

を踏まえて事業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

これまで、人口増に伴い増え

続ける水需要に対処するため、

施設能力の増強を進めてきま

したが、近年では節水意識の浸

透や節水機器の普及、人口増の

停滞などの影響もあり、水需要

は減少傾向にあります。それに

伴い、給水収益も減少していま

す。 

経営の現状 

今後の財政見通し(更新費用) 
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物価高騰等により更新費用の増大が予想されること

から、計画的な更新・耐震化が必要となります。 

 

一方で、老朽化施設の更新、

施設の耐震化、浄水処理施設の

高度化、施設の安全対策などの

費用は増加傾向であり、今後の

経営状況はますます厳しくなる

ことが予想されます。 

比較のため、長期前受け金戻入 

（非現金収入）を除いています。 



 

 

 三田市水道事業では、お客さまにおいしい水を使っていただくために、施設の維持管理、水質

管理、配水管の更新などの様々な業務を行っています。 

水道事業の経営は｢独立採算制｣を原則とし、皆さまが支払われた水道料金収入で、水道事業に

かかわる費用（人件費、薬品代など）や維持管理費用（施設の修繕費など）等の経費のほとんど

を賄っています。大切な水道料金が生かされるように、業務の効率化に努め、経営基盤の強化を

図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設や管路等の1年間

の価値減少分 

施設や管路等の整備のため 

借りたお金(企業債)の利息 

1 ㎥の水の量は 500ml

ペットボトル 2,000 本

分に相当します。 

 

施設管理や料金徴収

業務等の委託料 

水道事業の会計 
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受水費 

11 億 2,100 万円 

 

 

 

 

水道料金 

22 億 3,700 万円 

 

 

減価償却費 

6 億 4,600 万円 

 

 その他 1 億 4,100 万円 

当年度黒字額 

4億 2,100万円 

支払利息 

500 万円 

修繕費 

7,600 万円 

その他営業収益 

5,000 万円 

他会計補助金 

100 万円 

その他 

8,500 万円 

 

委託料 

1 億 7,800 万

円 

 

人件費 2 億 1,300 万円 

令和６年度決算 

 

長期前受金戻入 

4 億 2,800 万円 

 

支出 23 億 8,000 万円 収入 28 億 100 万円 

県営三田浄水場でつくった

水を購入する費用 

※ただし、当年度黒字

額には、現金を伴わ

ない減価償却費や長

期前受金戻入の収支

を含みます。 

 


